
 

（財）省エネルギーセンター 

石原 明 

 

イラン 省エネルギー推進プロジェクト終了時評価調査 団員報告 

 

 

Ⅰ．概略日程（詳細は他に記載した資料があるため省略）  

2006/11/17 日本発 2006/11/18AM テヘラン着 

     2006/11/18PM－2006/11/22 業務（11/20 はタブリーズ、その他はテヘラン）（注１） 

     2006/11/23 テヘラン発 2006/11/24 日本着 

（注１）下記の項目 

派遣チームとの打合せ、JICA イラン事務所との打ち合わせ、日本大使館への説明等 

EEO・SABA・その他（石油省の省エネ担当、行政管理予算局、工業省などが参加） 

   が参加する会議および打合せなど 

Counterpart からのヒアリングと研修所・研修設備の見学 

 

Ⅱ．技術評価に関する補足事項 

  評価内容は Joint Evaluation Report に総合的に記載されているので、補足事項のみ記載。 

Ⅱ－１．EEO、SABA、NTCEM/AHERC の役割と分担 

 EEO はプロジェクト全体を主導、企画、推進する役割を積極的に果たしており、またイラン政府

における本プロジェクトの代表者として、総括的な管理運営、決定を実施している。SABA は EEO

の管理下で、省エネルギー政策の実行機関として機能している。 

 SABA のメンバーからは、「技術スタッフは 20 数名いる。数年前に 200 余りの工場を audit（調

査）し、それをデータベース化した。現在、産業分野別に、このデータベースをもとにガイドライ

ンの設定を進めている。例えばセメント産業に対するガイドラインは年率２％の改善ということで

考えている。（注２）」と、聞いており、SABA はイランの省エネルギー政策の推進実務上、非常に

重要な役割を果たしていると考えられる。 

（注２）audit はデータベース作成という趣旨からみて調査の性格が強いものと考えられる。

産業分野別ガイドラインは、確認はしていないが、第 4 次 National Development Plan

の実行目標ではないかと思われる。 

 AHERC は教育機関として、本プロジェクトが設置した研修設備をエネルギー教育上役に立つ設

備として評価している。NTCEM の Counterpart は、研修講座を担当し実績を積んでおり、日本か

らの技術移転がその基礎として役立っており、プロジェクトの成果の一つである。しかし、一方で

Counterpart は、実務的知識の強化、能力・立場を強化する支援、などを更に望んでおり、研修コ

ースが発展的に機能していくためには、ある程度の配慮も必要と考えられる。実務的知識について

は、Counterpart のメンバー自身の努力によって今後継続的に強化すべきものではあるが、そのた

めに必要な人員増加など、EEO、AHERC の支援が望ましい事項もある（関連項目：6.1 

Recommendations (1),(10),(11）)。 

 本プロジェクトの実行を通じて EEO、SABA、NTCEM/AHERC の３者の協力関係の枠組みはで

２．技術協力団員報告
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きており、今後が３者が密接な協力関係を維持し、その協力関係をベースとして NTCEM が更に能

力を伸張し、省エネルギー政策の実施の上で一層の役割を果たしていくことが望ましい（関連項目：

6.1 Recommendations (3) ）。 

Ⅱ－２．外部評価（External evaluation）の意義 

 外部評価のプロセスが設定されたことによって、本プロジェクトに対する SABA の役割の重要性

が浮かび上がった。外部評価は、研修受講者が各企業において活動・提案した内容を含むレポート

を SABA に提出し、このレポート数などを SABA が分析することによって研修の成果を把握する

ことを直接の目的としている。しかし、この直接目的の範囲にとどまらず、工場診断とともに、SABA

が産業各部門の企業の省エネルギー活動状況と成果を把握する手段として活用できる。SABA 自身

も、このような広い影響をもつ外部評価活動の重要性を、今回の 終評価チームとの討議を通じて

再認識しており、今後の外部評価の進展と、またプロジェクト終了後も継続することが期待される

（関連項目：6.1 Recommendations (2) 2) ）。 

Ⅱ－３．研修コースの継続的改善 

  プロジェクト終了後の改善を含めて、研修コースをどのように今後とも改善または拡大していく

かは、イラン側の判断で今後進められていくと思われる（関連項目：6.1 Recommendations (4) ,(2) ）。

イラン側は研修コースの役割、意義を十分に認識しており、国内事情や幅広い産業分野での効果発

揮に向けて改善企画を行なう意欲を有している。 

 会議におけるイラン側内部での議論においては、全貌が把握できているわけではないが、例えば、

産業分野別に研修コースを複数も受けて分野ごとの専門性を反映することも考えられる、とか、タ

ブリーズの NTCEM/AHERC の施設を中央研修センターとして位置づけ、各主要地域ごとに、タブ

リーズでの研修者を中核とした研修コースを設けることも考えられる、とか、中小企業のための日

程短縮コースを設けたらどうか、などの意見交換をしていたとのことである。このような観点から

の研修の改善は、イランにおける省エネルギー活動の展開にあわせてイラン側で実施されていくと

思われるし、またそれが望ましい。 

 また、イラン側は、研修生に対するインセンティブについても、省エネルギー活動の普及の促進

する観点から強い関心を持っている。 

 研修テキストの充実という観点では、イランにおいて実施される工場診断の内容をテキストに盛

り込んでいくこと、とか省エネルギーのための機器類をイラン国内で購入するための方法、等の記

載を追加していくことが考えられる。これらの内容は、EEO、SABA、NTCEM/AHERC の協力に

よって遂行されるのがもっとも効果的と思われる。 

Ⅱ－４．技術面に関する全般的評価 

 Counterpart が研修を遂行する能力を有するようになり、研修コースが確立して実施が進められ

ていることは、技術移転によって Counterpart が必要な技術水準に達していることを意味し、大き

な成果であるといえる（関連項目：5.2 Conclusions (1) ,(3) ）。実務的な側面での知識強化が今後と

も必要である。 

 研修用設備の操作、整備を担当する NTCEM の技術者（Technician）は日本で研修を受けており、

その際の研修内容の理解能力も十分である。 

 Counterpart と Technician が相互に協力するだけでなく、互いの業務を補完することができれば、

日本における業務概念に近づくことになるが、イランにおける社会的認識では業務補完関係までは
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難く、業務アサインメントに従って個別に業務をするのもやむをえないと思われる。 

 産業分野、各企業における省エネルギー管理技術の浸透は、研修によってすでに開始されている

が、研修の継続と進展による今後の成果が期待される。 

 プロジェクト終結後の要注意項目は、Counterpart、Technician の交代の場合における技術と実

務能力の継承であると思われる。推奨項目に記載されている Counterpart の増員が、継承を円滑に

行なうために大きな効果があるはずである。更に、テキストがあり、研修受講者が増加すれば、技

術者層の厚みもでてくるので、それらを生かして円滑な継承が進むことを期待したい。 

 

Ⅲ．研修設備について 

タブリーズでの滞在日は研修設備の稼動日ではなく、稼動するところを見ることはできなかった

が、研修設備はしっかりした建屋内に整然と使いやすく配置されていることが見て取れた。説明用

パネルなども、わかりやすく改訂されたものが掲示されてある。残された要注意項目は次のように

なっている。 

Ⅲ－１．燃焼炉の自動制御の不使用 

 研修の目的には自動制御が必要なわけではないので、現状使用しているようにマニュアルで使用

することとし、そのための手順文書を提出することとなった（関連項目：6.1 Recommendations (9)  ）。 

 しかし、自動制御については、自動制御 ON としたときに生じる現象と制御が使えない理由を明

確にしておくことが、今後のためにも望ましく、またそれは、文書には記載されていないもののイ

ラン側の要請でもある。プロジェクト終結までの残期間で、まとめていくこととしたい。なお、一

般的には、実習用の簡易炉は、工業用に制御を前提として設計されたものとは異なって、応答性、

温度均一性などの炉特性に特段の配慮をしないため制御対象として適合しない場合が多いので、自

動を使用することを目的とするのでなく、状況と理由を明確にすることを目的としたい。 

Ⅲ－２．燃焼炉レキュペレーターにおけるリークの問題 

 自動制御が仕様の問題と密接に関連しているのに対し、リークは不具合の問題と考えられる。リ

ークを防止する処置が必要であるが、適切な素材の選択などについて、メーカーからの処置・施工

方法に関する提示を求める必要がある。 

Ⅲ－３．照明に関する研修設備 

 日本側専門家から提示された機器リストに従ってイラン側が照明器具を装備すればよく、プロジ

ェクト終結までにイラン側で実施することになっている（関連項目：6.1 Recommendations (7)  ）。 

Ⅲ－４．ポンプのモータの仕様 

 サイクル、容量の仕様が適切でない部分がある。容量は、研修設備の揚程に比べて大きすぎると

いう状況である。低 Counterpart の電気担当はモーターを変更したほうが研修において説明しやす

さも考えて、適切ではないかとしている。現実には使用できていることを考慮すれば、更新の実施

はイラン側の判断にまかせていいのではないかと思われる。 

 

Ⅳ．その他 

Ⅳ－１．イランにおける省エネルギーの推進 

 長期的にはイラン政府の方針次第であることはもちろんであるが、今回の EEO との会議で伺わ

れた意欲からすれば、中期的には、第 4 次 National Development Plan のもとで省エネルギー政策
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が鋭意推進されると考えられる。エネルギー価格が国際水準に比べて低く設定されていることは、

コスト面からの推進ドライブが弱くなることを意味するものの、産業別・企業別の省エネルギー目

標が具体的に設定されれば、強力なドライブ要因となる。そのような、政策遂行において、本プロ

ジェクトの成果も一翼を担うことになると考えられる。 

 なお、政策遂行においては産業分野別のエネルギー消費量の計測値がもっていることが重要にな

る。現在、このような数値が統計値として存在しているかは把握していないが、仮に経済・産業統

計では、産業分野別のエネルギー消費量補足が十分でなかったとしても、SABA が行なったような、

主要企業調査を定期的に行なうことで、産業分野別のエネルギー消費動向は補足することができ、

政策立案、更には省エネルギー研修・教育立案に役立っていくものと考えられる。 

Ⅳ－２．研修設備の設置についての教訓事項 

 研修設備については、本プロジェクトにおいて生じた研修設備に関する問題を今後防止するため

には、いくつかの対策が考えられる。設計文書の提出と設計承認プロセスの実施、メーカーにおけ

る出荷前の組み立て立会の実施、などが、その方法の一つであるが、立会において機能確認試験ま

で行なうかどうかは必要性に応じて判断すれのが適切と考えられる。ただし、機器単体の制御を超

えて、プロセスを自動制御する機能を採用する場合には、出荷前の作動確認を行なうか、あるいは、

現地でのプロセス自動制御調整実施をあらかじめスケジュール及び予算上組んでおく必要がある。 

 あるいは、研修設備の納入メーカーに、その設備または同種の設備でのオペレーション、メンテ

ナンス訓練の実施を提供してもらうことも一つの選択肢である。費用はある程度かかるが、大型の

プラントでは、通常に実施される。 

 

                                 以上 
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イイラランン国国  
省省エエネネルルギギーー推推進進ププロロジジェェククトト  

運運営営指指導導調調査査団団  
  

帰国報告会資料 

 
 
 

添付資料１：省エネルギー技術団員報告書 
添付資料２：ミニッツ 

 
 
 
 

 

平成 18 年 5 月 

（2006 年） 

 

国 際 協 力 機 構 

４．運営指導調査団　帰国報告会資料
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Ⅰ．調査団派遣目的 

本プロジェクトは、協力期間４年のうち３年1 ヶ月が経過した。プロジェクト終了まで残すところあと１年とな

った。これまで、プロジェクトではイラン国に適した研修コースの設定のためにミニプラントの供与・据付およ

びテキスト作成と研修実施に必要な技術移転がカウンターパートに対して進められてきた。 

一方で１８年度の専門家の派遣計画を当初計画から変更する必要が生じたこともあり、プロジェクト終了

後の自立発展を考慮したうえで今年度の投入内容について再検討する必要がある。本調査団ではプロジ

ェクトおよびイラン側と今年度の投入内容について検討し、さらに昨年７月に実施した中間評価の際に提

言した内容について現状を確認し終了時評価に備えることを目的とした。 

 

Ⅱ．団員構成 

団員構成を表-１示す。 

表―１ 調査団構成 

 

1 Mr. Makoto ASHINO Leader of Japanese Evaluation Team 

   
Team Leader, Natural Resources and Energy Conservation Team, 

Group II, Economic Development Department, JICA 

２ Mr. Yoshitaka USHIO Team Member in charge of Energy Conservation Technology 

    
General Manager, International Engineering Department, 

The Energy Conservation Center, Japan 

３ Mr. Tomomi ADACHI Team Member in charge of Cooperation Planning 

    
Natural Resources and Energy Conservation Team, 

Group II, Economic Development Department, JICA 

 

氏 名 分 野 所   属 

芦野 誠 団長・総括 JICA 経済開発部 第２グループ 資源・省エネルギーチーム長 

牛尾 好孝 省エネルギー技術 財団法人 省エネルギーセンター 国際エンジニアリング部長 

足立 倫海 協力企画 JICA 経済開発部 第２グループ 資源・省エネルギーチーム  
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Ⅲ．調査行程 

調査行程を表-2 に示す。 

表-2 イラン省エネルギー推進ＰＪ 運営指導調査団行程 

 

 行 程 宿泊 

20 日 (木) 
成田 18:10 → ソウル 20:40 (JL959) 

ソウル 23:55 → ドバイ 5:10 (EK323) 
機内泊 

21 日 (金) 

ドバイ 7:45 → テヘラン 10:15 (EK971) 

JICA 事務所 打合せ 

テヘラン 16:00 → タブリーズ 17:10 (IR445)  

タブリーズ国際ホテル 

Tel：+98-411-334-1081 

22 日 (土) 

NTCEM（プロジェクトサイト）訪問 

8:30-10:30  プロジェクト専門家との打合せ 

11:00-12:00 AHERC (NTCEM) と打合せ 

14:30-16:30 C/P（NTCEM）と打合せ 

〃 

23 日 (日) 

タブリーズ 8:00 → テヘラン 9:10 (IR446) 

11:00-13:00 ＥＥＯ表敬及び打合せ 

14:00-14:30  大使館表敬 

15:00-15:30  JICA 事務所で内部打合せ 

16:15 17:15  EEO 局長との打合せ 

テヘラン  ルダキ ホテル 

Tel：+98-21-6670-9421 

2４日 (月) 
9:00-12:00   EEO、SABA、AHERC とのプロジェクト打合せ 

13:30- 16:00  JICA 事務所にて議事録作成 
〃 

2５日 (火) 

10:30-12:30  EEO にて議事録の内容確認及びサイン 

13:30-13:50  JICA 事務所にて報告 

14:00-14:30  大使館報告 

テヘラン 21:15 → ドバイ 23：45 （EK978） 

機内泊 

2６日 (水) 
ドバイ 2：50 → 関空 17：20 （EK316） 

関空 18：40 → 羽田 19：45  （JL1316） 
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た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
も

専
門

家
が

派
遣

さ
れ

て
い

な

い
期
間

の
対
応

に
つ
い

て
、
検

討
す
る

こ
と
が

必
要
で
あ

る
と
い

う
指
摘

を
受
け

た
。
 

２
）
ミ

ニ
プ

ラ
ン

ト
機
材

の
不

具
合

 

ミ
ニ

プ
ラ

ン
ト

に
つ

い
て

は
こ

れ
ま

で
に

不
具

合
が

生

じ
て
い

る
が

、
い
く

つ
か
に

つ
い

て
は

既
に
解

決
さ
れ

て

い
る
も

の
の

、
ま
だ

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
中
に

対
策
の

必

要
な
不

具
合

も
あ

る
た
め

、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
期

間
中
に

対

応
で
き

る
課

題
に

つ
い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

予
算

内
で

の
対

応
を

念
頭

に

置
き

検
討

す
る
。

 

ボ
イ

ラ
ー

の
電

子
表

示
が

日
本

語
で

示
さ

れ

て
い

る
問

題
が

優
先
課

題
で

あ
り

、
こ
の

対

応
を

ま
ず

検
討
す

る
。
 

 

ボ
イ

ラ
ー

の
電

子
表

示
に

つ
い

て
英

語
表

示
へ

の
取

替

え
に

必
要

な
費

用
を

納
入

業
者

に
確

認
し

た
と

こ
ろ

約

5
0
0
万
円

と
い

う
回

答
が
あ

っ
た
。
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
お

よ

び
調
査

団
で
検

討
し
、
表

示
板

の
交
換

だ
け
で

5
0
0
万
円

と
い
う

金
額
は

非
常
に

高
価
で

あ
り
適

当
で
は

な
い
。
今

後
納

入
業

者
に

詳
細

な
見

積
も

り
を

入
手

す
る

と
と

も

に
、
こ

の
金
額

を
下
げ

る
こ
と

が
で
き

な
け
れ

ば
、
表

示

板
の
再

購
入

は
せ

ず
に
、

現
在

作
成

し
て
い

る
日
本

語
-

ペ
ル

シ
ア

語
の

対
比

表
を

完
全

な
も

に
す

る
こ

と
で

対

応
す
る

こ
と
と

し
た
。

 

1
.
今

年
度

の
投

入
内

容
 

３
）
ミ

ニ
プ

ラ
ン

ト
機
材

の
運

転
・

保
守

に
つ
い

て
 

運
転
・
保

守
の

マ
ニ

ュ
ア
ル

が
ま

だ
正

式
に
作

成
さ
れ

て

い
な
い

た
め

、
こ
れ

ら
の
マ

テ
リ

ア
ル

の
早
期

整
備
が

必

要
で
あ

る
。
本

件
に

つ
い
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
期

間
内
で

ど

こ
ま
で

支
援

す
る

か
を
検

討
す

る
 

納
入

業
者

で
あ

る
中

外
炉
工

業
よ

り
4

月
3

日
に

マ
ニ

ュ
ア
ル

の
提
出

が
あ

っ
た

。
こ
れ

ら

の
内

容
を

検
討

し
、

今
後

の
対

応
を

決
定

す

る
。

 

調
査

団
で

は
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
手

交

し
、
そ

の
中
身

の
詳
細

な
検
討

は
行
わ

な
か
っ

た
。

 

C
/
P
か
ら

は
予

備
品

の
件
も

含
め
、
機

器
の
メ

ン
テ
ナ

ン

ス
を

行
う

上
で

必
要

な
技

術
を

移
転

し
て

ほ
し

い
と

い

う
こ
と

を
強
く

要
望
さ

れ
た
。
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こ
れ
を

受
け
、

 

１
）

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

ま
で

に
予

備
品

を
調

達

す
る
手

段
 

２
）

 
C
/
P

に
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

必
要

な
技

術
移

転
を

行
う
こ

と
 

に
つ
い

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

・
C
/
P
・
E
E
O

で
引
き

続
き

協

議
す
る

こ
と
を

ミ
ニ
ッ

ツ
に
記

載
し
た

。
 

４
）
福

島
専

門
家

の
活
動

内
容

 

省
エ
ネ

ル
ギ

ー
（
熱

分
野
）
の

長
期
専

門
家
に

代
わ
る

代

替
投

入
と

し
て

福
島

専
門

家
を

ま
ず

派
遣

す
る

予
定

で

あ
る
。
福
島

専
門
家

が
活
動

さ
れ
る

内
容
・
計

画
に

つ
い

て
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
確
認

す
る

 

 
福

島
専

門
家

の
活

動
内

容
に

つ
い

て
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
協
議

し
、
こ

ち
ら
か

ら
の
内

容
で
了

承
さ
れ

た
。

 

１
）
I
n
t
e
r
n
a
l/
E
x
te
r
n
a
l
 E
v
a
l
u
at
i
o
n
 
Re
p
o
r
t
 

I
n
t
e
r
n
al
 
E
v
a
lu
a
t
i
o
n 

R
ep
o
r
t

に
つ

い
て

は
中

間
評

価
後

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

提
出

さ
れ

て
い

る
が

E
x
t
e
r
n
al
 
E
v
a
lu
a
t
i
o
n 

R
ep
o
r
t

に
つ

い
て

は
ま

だ
提

出
さ
れ

て
い

な
い

。
こ

れ
ら

は
、
Ｎ

Ｔ
Ｃ
Ｅ

Ｍ
で
実

施
し

て
い

る
研

修
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

に
必

要
不

可
欠

で
あ

る

た
め
、

早
期

提
出

が
必
要

で
あ

る
 

E
x
t
er
n
a
l
 
E
v
a
l
ua
t
i
o
n
 
R
e
p
or
t

に
つ

い
て

は
研

修
受

講
者
か

ら
の
テ

ク
ニ

カ
ル
・
レ
ポ

ー

ト
が

提
出

さ
れ
な

い
、
あ
る

い
は

十
分

な
デ
ー

タ
が

記
さ

れ
て

い
な

い
と

い
う

こ
と

が
理

由

と
な

り
S
A
B
A
よ

り
提

出
が

さ
れ

て
い

な
い
こ

と
が

問
題

と
な
っ

て
い
る

。
そ

の
原
因

は
工
場

の
秘

密
情

報
に

関
わ

る
内

容
が

含
ま

れ
て

い

る
な

ど
の

事
情
も

あ
る
こ

と
か

ら
、
開

示
で

き

る
も

の
の

み
で
も

テ
ク
ニ

カ
ル
・
レ
ポ

ー
ト

と

し
て

提
出

さ
せ

る
な

ど
対

策
を

講
じ

、

E
x
t
er
n
a
l
 R
e
p
o
rt

の
提

出
状

況
を
改

善
す
る

こ
と

を
要

求
す
る

。
 

E
x
t
e
r
n
al
 
E
v
a
l
ua
t
i
o
n
 R
e
p
or
t
 
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に

提
出
さ

れ
て

い
な

い
こ
と

に
つ

い
て

、
S
A
B
A

は
研
修

修

了
者
が

提
出
す

る
べ
き

T
e
c
h
n
ic
a
l
 
R
e
po
r
t
の

フ
ォ

ー

マ
ッ

ト
が

完
全

な
も

の
で

な
い

た
め

に
提

出
率

が
悪

い

こ
と
が

原
因
と

説
明
。
企

業
秘

密
に
属

す
る
情

報
の
提

出

を
義
務

つ
け
て

い
る
こ

と
が

T
e
c
h
n
i
c
a
l 
R
e
p
o
rt

の
提

出
率
の

悪
い
原

因
で
は

な
い
と

の
こ
と

。
 

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

を
改

訂
す

る
こ

と
で

、
T
e
c
h
n
i
c
al
 

R
e
p
o
r
t

の
提

出
率

が
改
善

さ
れ
る

こ
と
が

期
待

さ
れ

、

E
x
t
e
r
n
al
 
E
v
a
l
ua
t
i
o
n
 R
e
p
or
t

も
作
成

す
る

こ
と

が

で
き

る
と

い
う

こ
と

で
、

2
0
0
6

年
の

7
月

末
ま

で
に

R
e
p
o
r
t
提

出
す

る
旨

を
ミ

ニ
ッ

ツ
に

記
載

し
た
。

 

２
．
中

間
評
価

後
の
活

動
内

容
の

進
捗
把

握
 

２
）
A
f
t
e
r
c
a
re

に
つ

い
て

 

「
A
f
t
e
r
c
ar
e
」

の
定

義
に

つ
い

て
は

、
中

間
評

価
の

際

に
明
確

す
る

よ
う

提
言
し

た
が

、
現
在

ま
だ

検
討
中

で
あ

る
。
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了
後

の
N
T
C
EM

の
位

置
づ

け
も

含

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

も
検
討

を
進

め
て

お
り

、
そ

の
内

容
に

つ
い
て

検
討
す

る
。

 

す
で

に
イ

ラ
ン

側
で

は
S
A
B
A

の
協

力
を

得
た

上
で

N
T
C
E
M
で

の
研

修
修

了
者

は
S
A
B
A
で
実

施
し

て
い
る

研

修
修

了
者

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

て
い

る
「

E
n
e
r
g
y 

F
r
i
e
n
d
 N
e
t
w
o
r
k
」（

友
の

会
）
に

入
会
す

る
こ

と
が

で
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め
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

期
間
中

に
ど
こ

ま
で
「

A
f
t
e
r
c
ar
e
」

に
つ
い

て
支

援
す

る
か
を

決
め

る
必

要
が

あ
る
。

 

き
る
。

と
い
う

対
応
を

と
っ
て

い
る
。

 

ま
た
、
N
T
C
E
M
に
お

い
て

も
C
/
P
が

個
別

に
卒

業
生
か

ら

の
質
問

に
対
応

し
て
い

る
実
績

も
あ
る

 

こ
れ

ら
の

活
動

は
研

修
修

了
者

に
対

す
る

A
f
t
e
r
c
a
r
e

と
し
て

扱
う
こ

と
が
で

き
る
た

め
、
終

了
時
評

価
時
に

は

こ
れ

ら
の

活
動

を
評

価
で

き
る

よ
う

に
正

式
に

A
f
t
e
r
c
ar
e

活
動

と
す

る
こ

と
を

提
言

し
た

。
ま

た

N
T
C
E
M
で
の

卒
業

生
か

ら
の
質

問
に
対

し
て
は

、
C
/
P
が

個
々
に

対
応
す

る
の
で

は
な
く

、
組
織

と
し
て

対
応
で

き

る
よ
う

に
す
る

こ
と
を

提
言
し

た
。
 

そ
の

他
 

E
E
O
の

局
長

が
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
と

の
会

議
に
参

加
し
な

い

な
ど

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

関
与

が
薄

れ
て

き
た

と

い
う
情

報
が

あ
る

。
 

N
T
C
EM

の
自

立
発

展
の

た
め

に
も

N
T
C
EM
,
A
H
E
RC
,
E
E
O
,S
A
B
A

の
関

係
が

非
常

に

重
要

で
あ

り
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
へ

の
よ

り
深
い

関
与

を
要

求
す
る

。
 

4
者
間

で
は

、
中

間
評

価
後
、
定

期
的

に
M
e
e
t
i
n
g
が

行

わ
れ
て

い
る
。
し

か
し

必
ず
し

も
情
報

が
十
分

に
共
有
さ

れ
て
い

る
と
は

言
い
が

た
い
面

も
あ
り

、
さ
ら

な
る
良

好

な
連
携

を
要
請

し
た
。

 

そ
の

他
 

C
/
P
の
増

員
に
つ

い
て

 
 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

か
ら
、

S
A
B
A
で
は

A
H
E
R
C
よ
り

要
請

が

あ
れ
ば

S
A
B
A
の
費

用
で

C
/
P
と

し
て

2
名

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
に

配
置

す
る

こ
と

を
予

定
し

て
い

る
と

い
う

情
報

を

得
た
。

し
か
し

現
在
は

A
H
E
R
C
よ
り

S
A
B
A
に
要

請
が

な

さ
れ

て
い

な
い

と
い

う
状

態
で

あ
る

。
こ

れ
は

A
H
E
R
C

が
C
/
P

増
員

の
必

要
性
を

感
じ

て
い

な
い

こ
と

が
原
因

と
さ
れ

て
い
る

。
し

か
し
本

調
査
団

と
の

打
合
せ

で
C
/
P

か
ら
増

員
要
請

が
調
査

団
に
出

さ
れ
た

。
 

調
査
団

か
ら

4
者

間
で
本

件
に

つ
い

て
引

き
続

き
協
議

を
進
め

る
よ
う

に
提
言

し
ミ
ニ

ッ
ツ
に

残
し
た

。
 

そ
の

他
 

工
場
診

断
を

実
施

す
る
分

野
に

つ
い

て
 

 
今

年
度
短

期
専

門
家

を
派

遣
す

る
工

場
診

断
の

分
野

に

つ
い
て

「
セ
メ

ン
ト
」
「

ス
チ

ー
ル
」
「

テ
キ

ス
タ
イ

ル
」

の
3
分

野
と

い
う
こ

と
で
協

議
を
進

め
た

が
、
S
A
B
A
よ

り
特

に
セ

メ
ン

ト
分

野
に

つ
い

て
は

こ
れ

ま
で

に
も

十
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分
に
技

術
移

転
が

さ
れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、「
電

力
」

や

「
石
油

精
製
」

分
野
の

実
施
を

要
求
さ

れ
た
。

 

工
場
診

断
の
短

期
専
門

家
の
派

遣
目
的

は
 

１
）

 イ
ラ

ン
側

（
S
A
B
A
）
の

工
場

診
断
技

術
の

向
上
。

 

と
い
う

こ
と
も

あ
る
が

、
 

２
）

 工
場

診
断

経
験
の

な
い

C
/
P

が
研

修
指

導
者
と

し

て
現

場
経

験
を
有

す
る
こ

と
。

 

が
主
目

的
で
あ

り
、
ま

た
「
電

力
」
分

野
「
石

油
精

製
」

分
野

に
つ

い
て

は
日

本
か

ら
の

専
門

家
の

リ
ク

ル
ー

ト

困
難
な

こ
と
を

説
明
し

た
。
 

本
件
に

つ
い
て

も
関
係

4
者
間

で
再
度

認
識
を

共
有
し

2

週
間
以

内
に
結

論
を
出

す
こ
と

を
要
請

し
た
。

 

調
査
団

帰
国
後

、
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
よ
り

E
E
O
は
当

初
予
定

の
３
分

野
で
了

承
し
て

お
り
、

E
E
O
か

ら
S
A
B
A
に

こ
の

３
分

野
で

実
施

す
る

こ
と

を
説

明
す

る
と

い
う

連
絡

が

あ
っ
た

。
 

そ
の

他
 

L
i
g
h
t
i
ng
 
Eq
u
i
p
m
en
t
に
つ

い
て

 
 

イ
ラ
ン

側
で
準

備
す
る

べ
き

L
i
g
h
t
i
n
g
 E
q
u
i
p
me
n
t
に

つ
い
て

、
ま
だ

準
備
さ

れ
て
い

な
か
っ

た
こ
と

か
ら
調
査

団
よ
り

早
急
な

対
応
を

要
求
し

た
。
 

こ
れ
に

対
し
て

、
E
E
O
よ
り

調
査

団
が

派
遣
さ

れ
る
約
１

週
間

前
に

納
入

業
者

と
の

契
約

が
完

了
し

た
と

い
う

こ

と
で
あ

り
、
2
0
0
6
年

7
月
ま

で
に
納

入
す
る

こ
と
を

ミ

ニ
ッ
ツ

に
記
載

し
た
。

 

 

以
 

上
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添付資料１ 

 

団員所感 

省エネルギー技術団員 

牛尾好孝 

１．運営指導調査団の目的 

本プロジェクトは、協力期間４年のうち３年 1 ヶ月が経過し、プロジェクト終了まで残すところあと 10 ヶ月余りとな

っている。これまで、プロジェクトではイラン国に適した研修コースの設定のためにミニプラントの供与・据付、テ

キスト作成及び研修実施に必要な技術移転がカウンターパートに対して進められてきた。 

一方で熱分野の長期専門家の突然の派遣中断により、１８年度の専門家の派遣計画を当初計画から変更す

る必要性が生じ、プロジェクト終了後の自立発展を考慮したうえで今年度の投入内容について再検討すること

が急務となっている。 

したがって、本調査団としては上記状況を踏まえ現地プロジェクトチーム及びイラン側と協議し、下記の業務を

実施することを目的に運営指導調査を実施した。 

（１） 熱分野の長期専門家の派遣中断に伴う短期専門家の代替投入について現地の要望を確認する。 

（２） 今年１１月の終了時評価に向け、昨年７月の中間評価後の活動内容の進捗について把握し、問題があれ

ば指導を行う。 

 

２．イラン省エネルギー推進プロジェクト 運営指導調査団日程 

  宿泊 

20 日 

(木) 

成田 18:10 → ソウル 20:40 (JL959) 

ソウル 23:55 → ドバイ 5:10 (EK323) 
 

21 日 

(金) 

ドバイ 7:45 → テヘラン 10:15 (EK971) 

テヘラン 16:00 → タブリーズ 17:10 (IR445)  

タブリーズ国際ホテル 

Tel：+98-411-334-1081 

22 日 

(土) 

NTCEM（プロジェクトサイト）訪問 

8:30-10:30 プロジェクト専門家との打合せ 

11:00-12:00 AHERC (NTCEM) と打合せ  

14:30-16:30  C/P（NTCEM）と打合せ 

〃 

23 日 

(日) 

タブリーズ 8:00 → テヘラン 9:10 (IR446) 

11:00-13:00 ＥＥＯ表敬及び打合せ 

14:00-14:30 大使館表敬 

15:00-15:30 JICA 事務所で内部打合せ 

16:15 17:15 EEO 局長との打合せ 

テヘラン  ルダキ ホテル 

Tel：+98-21-6670-9421 

2４日 

(月) 

9:00-12:00  EEO、SABA、AHERC とのプロジェクト打合せ 

13:30- 16:00 JICA 事務所にて議事録作成 

20:00-22:00 EEO、SABA と夕食会 

〃 

2５日 

(火) 

10:30-12:30 EEO にて議事録の内容確認及びサイン 

13:30-13:50 JICA 事務所にて報告 

14:00-14:30 大使館報告 

テヘラン 21:15 → ドバイ 23：45 （EK978） 

 

2６日 

(水) 

ドバイ 2：50 → 関空 17：20 （EK316） 

関空 18：40 → 羽田 19：45  （JL1316） 
 

EEO :  Energy Efficiency Office   

SABA: Iran Energy Efficiency Organization 

AHERC: Azarbaijan Higher Education and Research Complex 

NTCEM: National Training Center for Energy Management 

C/P: Counter Parts 

 

３．現地での活動成果及びコメント 

今回の運営調査団の目的はほぼ達成できたと考える。特に研修が順調に進んでおり、既に 500 人近い研修生
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を受け入れているとの報告を聞き、このプロジェクトが成功裏に完了できるであろうとの確信をもった。また昨年

の7月に実施した中間時評価で提示された課題もほぼ実施されており、終了時評価に向けての準備も問題なく

進行していると思われる。以下に今回の運営指導調査の対象となった重要項目について、その確認内容およ

びコメントを述べる。詳細については別添資料１ 「イラン省エネ推進プロジェクト‐現地での活動報告（議事録

等）」を参照。 

（１） 熱の長期専門家の派遣中断に伴う短期専門家の代替投入 

イラン側は RD に基づき新長期専門家を派遣してほしいとの意向で、リクルート中は短期専門家の代替え派遣

は受け入れるとの回答であった。日本側から長期専門家（実際は来年の 3 月までの派遣）のリクルートは不可

能で、前熱専門家に匹敵する 適な専門家を断続的に短期に派遣することが 良の実施可能な方策との説

明を行なったが、イラン側はあくまでRDに基づくことを主張した。この件に関し考慮すべき問題はこの問題が

終評価に影響を及ぼさないように対処することであり、短期専門家の人選がキーとなる。このプロジェクトに関

する知識を有し、前専門家に匹敵する専門家を人選し、複数回派遣する案が 善策と考える。 

（２）工場診断指導の短期専門家の派遣 

セメント、鉄鋼、繊維の３業種で 6 名（各業種 2 名）の専門家を派遣することで結論が出ていたが、SABA より、

セメント業界については工場診断の技術移転は十分行なわれており、他の業種に変更したいとの提案があっ

た。しかし、今回の工場診断指導に関しては、SABA の診断技術レベルの向上だけでなく、NTCEM の CP の研

修も重要な目的であり、エネルギー消費量の大きい当初の 3 業種で進めるべきと考える。EEO も同じ意向であ

るが、5 月上旬までに 終結論を出す。 

（３） 研修用ミニプラントについて 

現在派遣中の短期専門家が対応中で、問題の多かった燃焼炉に関してはおおむね解決の方向にある。懸案

事項はボイラーの表示盤の日本語表示の問題である。現地メンテナンス担当に聞くと研修には支障は無いと

のこと。英語表示への改良費用に関してはヒラカワガイダムの見積もりが 500 万円と高価であり、今後価格交

渉をするとしても、その費用次第で改修は必要ないとも考えられる。（大久保リーダーも同じ意見。）もっとも、研

修カリキュラムの時間配分に関し実習面が強化されており、ミニプラントの性能がこのプロジェクトの持続的継

続に非常に重要な要素であり、この対応には十分な配慮が必要であろう。 

更に、メンテナンスへの対応も重要で、スペアーパーツの調達をプロジェクト終了時までに完了させること、メン

テナンスマニュアルの策定に必要な技術の移転、CP に対するメンテナンスに関する研修などの方策が計画さ

れている。特にメンテナンスに関する日本での研修が困難な場合、短期専門家の派遣、トルコ省エネセンター

での研修なども選択肢として考えられる。 

（４）External Evaluation Report（EER） 

SABA が EER を作成するための情報源となる研修修了者の技術レポートの未提出が問題であったが、その問

題の原因であったレポートのフォーマット及び評価基準に関し見直しがなされ、今後この問題は解決され、7 月

には EER が提出できるとの確証を SABA から得られた。EER の内容は別にして、RD どおり EER に基づき終了

時評価が出来ることが確認できた。また、この重要課題については松本長期専門家（政策）が SABA、EEO の

窓口となり対応されることが確認された。 

（５）研修コースのカリキュラム 

C/P からは、1 つのコースの研修期間としては 10 日が適当であるとの意見もあるが、コスト、派遣可能期間等

を考慮した研修生供給サイドからの意見では６日が適当とのことであり、EEO も期間を延長するつもりは無い。

尤も、内容に関しては、研修生の意見を入れ、下記に示すように研修内容をより実習重視に変更している。新

カリキュラムについては別添資料２を参照。 

コース       旧カリキュラム          新カリキュラム  

          座学    実習      座学    実習      

一般コース   35.5h(79％)  14.5h（21％）  24.0h（57％） 18.0h（43％）  

熱コース    32.0h（71％） 13.0h（29％）  23.5h（52％） 21.5h（48％）  

電気コース   33.5h (74％) 11.5h（26％）  29.0h（57％） 21.5h（43％）  

（６） エネルギー管理研修実施状況 

2004 年 12 月の開講以来 2004 年度及び 2005 年度の両年度で研修コース 32 回、研修生 439 名もの実績を上

げている。この数字を見る限り、このプロジェクトは順調に実行されており、イラン側関係機関のこのプロジェク

トに対する積極的な取り組み姿勢が確認できた。EEO 及び SABA からビル分野においても、このプロジェクトに
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類似した技術協力の可能性についての要請が調査団になされたことからもイラン側の当プロジェクトに対する

前向きな取り組み姿勢がうかがえる。 

（７） その他 

その他、昨年 7 月の中間評価で今後の課題として提示された内容（アフターケアの定義、CP の人数等）につい

ては、別添資料１を参照。 

以上 
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別添資料 １   イラン省エネ推進プロジェクト-現地での活動報告（議事録等） 

Ⅰ．４月２２日（土） 

１．長期専門家との打合せ（８:３０～１０:３０） 

◆ 出席者 

大久保リーダー、神谷長期専門家、松本長期専門家、木村調整員 （現地プロジェクトチーム） 

安田アドバイザー（JICA イラン事務所） 

芦野団長、足立団員、福島短期専門家、牛尾 （調査団） 

◆ 打合せ内容 

（１） 芹沢長期専門家の派遣終了に伴う短期専門家の代替投入について確認 

・ 派遣時期についてはほぼ調査団提案の内容でいいが、ラマダンの時期（９月２５日開始）を考慮する必要が

ある。 

・ 芹沢専門家の代わりに派遣する熱の短期専門家（熱の短専）の派遣時期に関しては、セメント・鉄鋼・繊維

の専門家（業種ごとの短専）派遣期間の１週間前から帰国後１週間までとし、業種ごとの短専３週間、熱の専

門家５週間とする。 

・ 本年度の短専派遣の目的の確認等。 

（２） 今年１１月の終了時評価に向け、昨年７月の中間評価後の活動内容の把握 

・External Report が未だ提出されていない問題に関する対応に関し、今後、松本専門家が中心になって EEO、

SABA に早期提出を働きかける。２３日及び２４日の会議で EEO、SABA に問題点及び現状を確認する。 

・ アフターケアーに関し、現在 C/P が個人的に行なっているサービスを組織として実施する仕組みとして確立

する。SABA の「エネルギー友の会（Energy Friends Network）」の利用もアフターケアーの１つとして考えても

良い。 

・ その他、照明システムの設置、C/P の増員問題、スペアーパーツ調達問題、診断工場の選定方法などにつ

いて確認。 

 

２．NTCEM との打合せ（１１:００～１２:００） （写-２） 

◆ 出席者 

NTCEM（AHERC）側 

Dr.Amhmad Rashtchizadeh (Chancellor of AHERC), Mr. Jannet Doust(C/P), Mr.Banan Alli Abbasi, Mr.Zeraat 

Parvar, Mr. Partonia, Mr. Valizadeh Alli, Mr. Ali Farsi 

Mr. Salman Ghazanfari (SABA) 

JICA 側 

大久保リーダー、神谷長期専門家、松本長期専門家、木村調整員 

安田アドバイザー（JICA イラン事務所） 

芦野団長、足立団員、福島短期専門家、牛尾 

◆ 打合せ内容 

今回の調査団の下記目的について説明。 

（１） 熱の長期専門家の病気による派遣中断に伴う短期専門家の代替投入について確認。 

（２） 今年１１月の終了時評価に向け、昨年７月の中間評価後の活動内容の把握。 

AHERC は JICA からの説明を内部で検討し午後の会議でコメントを行なうこととなった。 

 

３．ミニプラントの見学（１２:００～１３:００）（写-１） 

ミニプラントに関しては特に大きな問題はなさそう。 

ボイラーの表示盤の日本語表示について、現地メンテナンス担当に聞くと研修には支障は無いとのこと。英

語表示への改良費用に関してはヒラカワガイダムの見積もりが 500 万円と高く、費用次第で改修は必要ない

とも考えられる。（大久保リーダーも同じ意見。） 

 

４．NTCEM（C/P）との打合せ（１４:３０～１６:３０） 

◆ 出席者 
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イラン側 

NTCEM: Mr. Jannet Doust(C/P), Mr.Banan Alli Abbasi, Mr. Valizadeh Alli, Mr. Ali Farsi 

SABA: Mr. Salman Ghazanfari 

JICA 側 

大久保リーダー、神谷長期専門家、松本長期専門家、木村調整員 

安田アドバイザー（JICA イラン事務所） 

芦野団長、足立団員、福島短期専門家、牛尾 

◆ 打合せ内容 

C/P より下記コメントがあった。 

・ 芹沢長期専門家に替わる５回の短期専門家の派遣案に関し、日本のリクルート上の問題は理解するが、

NTCEM としては継続して滞在してくれる 1 名の長期専門家を要求したい。（団長より長期派遣の専門家のリ

クルートの困難さを説明。） 

・ アフターケアーについて、NTCEM として研修コースを終了した人が参加できるセミナーを９月に実施すること

を計画している。 

・ 研修終了後の試験等の結果に基づく合格者の Certificate を早く出してもらえるよう EEO に要請してほしい。

試験が終わって日にちが経つのに Certificate が出ないため研修生の志気が低下している。 

・ トレーニング期間については C/P としては１０日が適当と考えているが、その理由の十分な説明が必要であ

り、現在 6 名で何とか実施できているため、その説明が難しい。又、研修生の９０％は６日でよいと回答して

いることも期間の延長が困難な理由である。 

・ Internal Evaluation Report の英語訳を JICA に渡すのでコメントをほしい。 

・ External Evaluation のための研修修了生のレポートについては６２名が提出していると聞いている。 

・ 研修用照明設備の設置に関し EEO に早期に工事を進めるよう要請してほしい。 

・ 日本での技術研修についてはミニプラントのメンテナンスを中心とした研修にしてほしい。このプロジェクトの

持続性の上でも重要。ただ、メンテナンスを担当している技術職員 2 名は日本への研修には行けない。 

・ Spare Parts を早急に購入してもらいたい。リストは既に提出しているので EEO に早期対応を要請してもらい

たい。 

・ C/P の２名増員は希望したい。AHERC としては増員するつもりは無いが、SABA が AHERC から要請があれ

ば２名派遣しても良いと言っているのであれば正式にお願いしたい。 

・ 第３国研修を実施したいので支援してほしい。 

・ その他、トルコ省エネセンターでの研修への参加、このプロジェクトの枠外で実施している特別研修の実施、

本年度派遣する短期専門家への要望等について説明を受けた。 

 

５．研修状況の見学とミニプラントの確認（１６:３０～１７:１０）（写‐３） 

 現在実施中の研修の見学と再度ミニプラントの見学を行った。 

 

Ⅱ．４月２３日（日） 

早朝６時半にホテルを出発、テヘランに向かう。 

１．EEO（Enegy Efficient Office）との打合せ（１０:３０～１３：００）（EEO 新オフィス７階会議室にて） 

◆ 出席者： 

EEO 側 

Mr. Massih Mohammadian (Deputy General Director) 、Mr. Kambiz Rezapour (Manager of Training & Awareness), 

Mr. Alireza Shirazi (Expert) 

JICA 側 

大久保リーダー、松本長期専門家、木村調整員 

安田アドバイザー（JICA イラン事務所） 

芦野団長、足立団員、牛尾 

◆ 打合せ内容 

 上記の運営指導調査団の目的を説明、一応の理解を得た。特に下記の点を確認した。 

（１）External Evaluation Report について 
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・ 研修修了生のレポートが出てこない理由はレポートのフォーマットの問題であり、工場側がデータを出し渋っ

ているからではない。フォーマットは改良し、レポートの書き方、評価基準などのガイドラインが出来ており今

後この問題は解決する。明日の打ち合わせで SABA が詳しい内容を報告する。レポートは１０月までには提

出できる。Mr. Zarbakhsh がこの件を担当している 

・ 例えば評価点の配分は下記のように行なう。 

 ①熱・電気のコース：試験 40％、AHERC の先生の評価 25％、活動レポート 35％ 

 ②一般コース：試験 60％、AHERC の先生の評価 40％ 

又 Certificate に成績を明記することとしその成績のランクを４段階とし 20 点満点中下記の点数でそのランク

をつけることとなっている。 

Accepted：10 点～12.5 点、Certified：12.75 点～14.5 点、Good：14.5 点～17.5 点、Excellent：17.75 点～20

点 

・ レポート形式・内容も見直し、研修生がレポートを書きやすくしている。（時間が無く、具体的にどの様な改良

がなされたかは確認できず。） 

・ この件についてはプロジェクトの 終評価に重要であるため、日本側は松本専門家が対応する こ と を 確

認。 

・ SEC（Specified Energy Consumption）については 1 ヶ月前に発表された政府の統計報告によると２～３％改

善しているとの結果が出ており、本プロジェクトにとって良いインディケーターである。各産業界（セメント、鉄

鋼、ガラス、セラミック、繊維等）でも SEC の低減努力を政府の指導の下、熱心に実施している。省エネ事業

に対する補助金制度も実施しており、External Evaluation Report については心配していない。 

・ 熱・電気のコースの研修修了生のみに資格取得のためのレポートの提出を義務付けており、一般コースに

は課していない。熱・電気コースの受講生は大中企業からが多く、一般コースは小企業からが多い。そのた

め、External Evaluation Report の内容は大中企業のデータがベースになると思われる。 

（２）研修修了生のアフターケアー 

・ SABA のエネルギー友の会（Energy Friends Network）を利用することが良い。また、NTCEMの研修修了生だ

けの Network System を作ることも考えられる。 

（３）C/P の増員について 

・ 現状の要員で研修が問題なく実施されており、EEO としては C/P６人で問題ないと考えている。増員する場

合その理由が明確でないといけない。また６人のほかに Technician が２名おり、その人数を入れると８名とな

るという考え方もある。この件については AHERC の Deputy が担当している。 

（４）研修期間 

・ 研修生供給サイドのコスト、派遣可能期間等を考慮すると６日が適当であり、現在、研修内容を座学より実

践重視に変更しており、延長は考えていない。現在実施しているカリキュラムについては添付資料参照。 

（５）照明関連研修機器の設置 

・ 業者を決定、近々工事を開始し、２ヶ月で完成する。 

（６）今後の新事業について 

・ ビル分野の省エネが重要になっており、テヘランのような大都市にビルの省エネ推進センターを作ることを計

画しており、日本政府に支援要請を出している。（この支援依頼は昨年度に大使館経由、日本の国交省に提

出され、そこで A ランクの提案として評価されているが、この要請はイランのエネルギー省からの提案であり、

且つ省エネに特化した内容であるとすると、経産省管轄案件ではないかと考えられる。） 

・ このプロジェクトの C/P はどこになるのかとの質問に対し、SABA ではなく EEO となるとの回答があった。 

（７）国家エネルギー効率管理法の現状について 

・ Dr. Sadeghzadeh（局長）で聞いてほしい。  

 

２．日本大使館への報告（１４:００～１４:３０） 

今回の運営指導調査団の目的とプロジェクトの状況について長田２等書記官に報告 

 

３．JICA にて EEO との Agreement（議事録）の内容について打合せ（１５:００～１５:４５） 

 

４．Dr. Sadeghzadeh（EEO 局長）との打合せ（１６:１５～１７:１５）（写-４） 
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◆ 出席者 

EEO 側 

Dr. Mohammad Sadeghzadeh （Director General）, Mr. Rezapour、Mr. Shirazi 

JICA 側 

大久保リーダー、松本長期専門家、木村調整員 

安田アドバイザー（JICA テヘラン） 

芦野団長、足立団員、牛尾 

◆ 打合せ内容 

今回の調査団の目的及び午前中の会議の内容について簡単に説明。Dr. S より下記コメントがあった。 

・ 芹沢専門家に対する感謝及び病気の回復への期待 

・ プロジェクト完了まで継続して滞在できる熱の長期専門家を出来ればリクルートしてほしい。 

・ External Evaluation Report の提出に関しては SABA の長官に言っておく。 

・ 各省庁、国家企業を包括する省エネ法については５カ年計画の中の個別法もあり政府としては急いでいな

い。ただ Cabinet においては委員会でこの法律案の修正検討を行なうことが正式に決定された。 

・ ビルの省エネ推進プロジェクトについてはイラン側も予算を準備しており、協力してほしい。日本での活動に

関する情報を提供してほしい。 

 

Ⅲ．4 月 24 日（月） 

１． EEO、NTCEM、SABA との打合せ（９:００～１２:３０）（EEO 旧オフィスにて）（写-５） 

◆ 出席者 

イラン側 

EEO: Mr. Massih Mohammadian (Deputy General Director) 、Mr. Kambiz Rezapour (Manager of Training & 

Awareness), Mr. Alireza Shirazi (Expert) 

SABA：Dr. Alireza Yadizadeh (Director General), Mr. Majid Saffarinia (Deputy for Planning & Awareness), Mr. 

Mohammad H. Zarbakhsh (Manager Training Office), その他 Expert １名（名刺もらえず） 

NTCEM: Mr. Jannet Doust 

日本側 

大使館：長田 2 等書記官 

プロジェクト：大久保リーダー、松本長期専門家、木村調整員 

JICA： 安田アドバイザー（JICA イラン事務所） 

調査団： 芦野団長、足立団員、牛尾 

◆ 打合せ内容 

（１）イラン側からのプレゼンテーション 

SABA から本プロェクトの活動内容（研修コースの実績、資格試験の状況、Certificate のフォーム 等 ） に つ

いてプレゼンテーションがあった。注目すべきは、2004 年 12 月から開始された研修コースの受講生の数で、

この事業が順調に進められていることが確認された。 

                2004 年度          2005 年度           合計 

受講生   研修回数     受講生  研修回数   受講生  研修回数 

 一般コース：   41     3      186    12      227    15 

熱 コース:    6     1      77     6      83     7 

電気コース:   17     2     112     8     129    10 

合計     64     6     375    26     439    32 

（２）調査団団長よりの説明 

今回の運営指導調査団派遣の目的及び昨日の EEO との打合せ内容（議事録のドラフトを配る）について説

明。 

（３）SABA の新局長 Dr. Yadizadeh から下記の内容の挨拶があった。 

・ JICA の本プロジェクトに対する協力に感謝するとともに、将来もこの協力を発展していきたい。 

・ 新しい分野としてビル分野の省エネ推進プロジェクトも協力してやっていきたい。 

・ SABA と ECCJ とより一層の協力関係（Direct Joint Work）を構築したい。 
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・ 熱の長期専門家の代替え投入に関しては、継続して滞在できる長期専門家を派遣してもらいたい。 

（４）External Evaluation Report（EER）について 

・ EER の作成に必要な研修修了生からの技術レポートに関し、現在までに 65 名からレポートが提出されてい

る。その内、合格点を付けられるのが 15 名でその他については評価するに必要な情報が含まれていない。

その原因として、レポートの形式が研修生に十分理解されていないことがあげられる。そのため、そのフォー

ムを見直しており、今後満足できるレポートが提出されると考えている。 

・ 今年の 7 月までに EER を提出すると仮定した場合、約 20 件（20 企業）についてのレポートとなると考えてい

る。（現状では 65 名（42 企業）提出、15 名が評価できる情報を提出しているとして 10 企業程度の EER が作

成可能と考えられる。） 

・ 研修修了生からのレポートの収集に関し Internet を利用する方法も考えている。 

・ JICA としては 11 月の 終評価に向けて今年の 7 月末までに EER の提出を SABA に要請する。JICA プロジ

ェクトチームとして松本長期専門家がこの件を担当する。 

（４） 6 名の工場診断指導短期専門家について（３業種（セメント、鉄鋼、繊維）それぞれ 2 名）  

SABA としてはセメント業界における診断については 5 年前に日本からの専門家の指導を受け、十分経験し

ており、新しい業種で診断指導を実施してもらいたい。例えば石油精製、発電所などが考えられる。日本側と

しては既にリクルート活動を始めており、現地 JICA プロジェクトチームと相談の上、至急（２週間以内） 終

結論を出してほしい。（夕食時の懇談の中で EEO としては現状の案で進めたいとの話しがあった。） 

（５）C/P 増員の要請 

・ SABA が 2 名の C/P を派遣する件に関しては、C/P が忙しいときのみ臨時で講師を SABA から派遣しても

良いということで、パーマネントに SABA の講師をおくという意味ではない。 

・ NTCEMとしては現状の要員で何とかやっており問題は無い。ただし、正式に2 名のパーマネントの C/Pが増

員されることはありがたい。（これは Mr. Jannet Doust の発言であるが、タブリスの打合せでは 2 名の増員に

ついて強く要請していたのに、この EEO、SABA との打合せでは、現状で問題ないような発言をしており、この

人物の真意に疑問を感じた。） 

（６）アフターケアー 

研修修了者を SABA の「Energy Friends Network」の会員に入会させることで、SABA のサービスを利用でき

るようにする。又、資格試験合格者については格の高い会員にするといった案もあり、このサービスをアフタ

ーケアーと正式に定義する。 

（７）EEO、AHERC、NTCEM、SABA の関係改善について 

昨年 7 月の中間評価以降、定期的に会議を持つことで、かなりの改善が見られる。 

（８）資格試験合格者に対する Certificate 発行の遅れについて 

Certificates のフォームに関する研修生派遣先からの要望を如何に入れるかで 終結論が遅れた。具体的

には、成績を Certificate に入れることとした。既にフォームは決まり、近々発行される。（翌日の EEO との打

合せで、既に SABA から発行され、EEO もサインしたとの回答があり、この件は解決。） 

（９）ミニプラントのメンテナンスの重要性 

NTCEM の Mr. Jannet Doust から議事録の中にメンテナンスの問題の解決に関する内容、特にスペアーパー

ツの調達及びメンテナンスに関する C/P の研修について記述してほしいとの要望があった。この件は、EEO、

NTCEM、JICA プロジェクトチームでよく議論して、プロジェクト終了前までに解決することが重要であることを

確認した。 

（８）新プロジェクトについて 

ビル分野の省エネ推進プロジェクトの協力要請が SABA からあった。特に ECCJ が行なっているビル分野の

省エネ推進活動に関する情報を提供してほしいとの依頼があった。このプロジェクトの C/P は SABA でもよ

い。 

 

２． JICA 事務所での議事録の作成（13:30～16:00） 

23 日及び 24 日の打合せ内容を元に議事録の作成を行なう。 

 

３． EEO、SABA との会食（20:00～22:00） 

EEO から Mr.Massih Mohammadian、Mr. Akbar Safari、 Mr. Kambiz Rezapour、SABA から Mr. Zarbakhsi が参
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加。日本側は大久保リーダー、松本専門家、木村調整員、芦野団長、足立団員、牛尾が参加。お互いに和

やかな雰囲気の中で、食事をとりながら本プロジェクトの今後について議論した。 

 

Ⅳ．4 月 25 日 

１． 議事録の確認とサイン（10:30～12:30）（EEO 新事務所７階）（写-６、写-７） 

◆ 出席者 

EEO 側 

Dr. Mohammad Sadeghzadeh (Director General), Mr. Massih Mohammadian (Deputy General Director) 、Mr. 

Kambiz Rezapour (Manager of Training & Awareness), Mr. Alireza Shirazi (Expert) 

JICA 側 

大久保リーダー、松本長期専門家、木村調整員 

安田アドバイザー（JICA テヘラン） 

芦野団長、足立団員、牛尾 

◆ 合意議事録内容 

1. 専門家派遣 

熱分野の長期専門家派遣中断に伴う、新専門家の投入に関して、日本側は今後も継続して長期滞在できる

専門家の派遣のため 善を尽くす。その間は短期専門家の派遣で対応する。工場診断訓練のための短期

専門家派遣に関して、診断対象産業について２週間以内に結論を出す。 

2. 工場診断 

短期専門家により診断を実施する工場の選定を JICA プロジェクトチームと SABA で行う。この活動の目的は

SABA の診断能力を高めるとともに、NTCEM の C/P に対し指導能力向上のため省エネ診断の経験をつませ

ることにある。したがって、SABA、NTCEM ともこの診断には C/P 及びエンジニアを必ず参加させる。 

3. 終評価に向けての準備 

3.1 External Evaluation Report（外部評価レポート） 

SABA から外部評価レポートの提出がなされていない。その理由はこのレポートのベースとなる研修生から

の技術レポートのフォーマット（形式）に問題があったからであるが、この問題を解決し今年７月末までにレポ

ートを提出する。 

3.2 アフターケアー 

研修修了者は SABA の「エネルギー友の会（Energy Friends Network）」の会員に入会でき、会の中で各種の

サービスを受けており、このシステムをアフターケアーとして正式に定義する。更に、NTCEM の C/P が個人

的に行っている研修修了者に対する技術相談業務については、組織としてのアフターサービスとして正式に

定義づける。 

3.3 照明設備 

実施訓練用の照明設備の設置については今年７月中に完了させる。 

3.4 研修コースのカリキュラム 

研修生の要望により、実践研修の時間を増やした新しいカリキュラムで実施中である。 

3.5 C/P の数 

C/Pの数は現在６名であるが、研修内容を充実するためには、増員が必要であり、この問題に関してはJICA

プロジェクトチーム、EEO、AHERC、SABA で協議し、 終的に全員が満足できるよう対応する。 

3.6  ミニプラントのメンテナンスの重要性 

プロジェクトの終了に向けて、メンテナンスシステムを確立することは重要であり、JICA ﾁｰﾑ、C/P、EEO は下

記の件について協議して、問題が生じないように対処する。 

（１） プロジェクト完了前に全てのスペアーパーツを購入する手段 

（２） C/P に対しメンテナンスに関する十分な知識及び経験を付けさせる方法 

 

議事録の内容の確認時、特にイラン側は RD（契約時の Record of Discussion）に基づき継続して長期滞在でき

る熱の専門家の派遣にこだわったため、本件については上記のような内容となった。その他の内容については

特に相互の意見の相違はなかった。 
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２．JICA 事務所に報告（13:３０～13:50） 

涌井次長に合意した議事録を説明。 

 

３・ 日本大使館へ報告（14:00～14:30） 

 長田 2 等書記官に合意した議事録の内容について報告。 

 

V. まとめ 

今回の運営調査団の目的はほぼ達成できたと考える。特に研修が順調に進んでおり、既に 500 人近い研修生

を受け入れているとの報告を聞き、このプロジェクトが成功裏に完了できるであろうとの確信をもった。また昨年

の7月に実施した中間時評価で提示された課題もほぼ実施されており、終了時評価に向けての準備も問題なく

進行していると想像される。 

後に、今回の調査は非常にタイトなスケジュールであったが現地プロジェクトチーム、現地 JICA 殿の周到な

アレンジのお陰で目的が達成できたことに感謝したい。 

以上 
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写-８ EEO 新オフィス 写-７ サイン後 EEO、JICA ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑと 

写-５ EEO、SABA、AHERC との会議（４月２４日）  写-６ 議事録サイン（４月２５日） 

写-３ 研修風景 （４月２２日） 写-４ EEO との会議（４月２３日） 

写-１ 研修ミニプラント 写-２ NTCEM との打ち合わせ（４月２２日） 
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